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　Integrityのもう一人の編集者キャロル・ジャクソンもウィロック夫妻と
同様に、中産階級化するアメリカ社会における秩序の喪失を憂えた。その
批判は、非カトリック社会のみならず、移民二世代目となり生まれながら
にアメリカ国籍を持ち、公教育を受けることで中産階級の仲間入りを果た
すと同時に、カトリック的な価値観を失いつつある若い世代の信徒たちに
も向けられていた。
　最後となったが、カトリック・アクションの本来の定義を確認しておく
必要がある。教皇ピオ11世が回勅『ウビ・アルカノ・デイ（キリストのみ
国におけるキリストの平和）』（1922年12月）で求めたカトリック・アク
ションは、「位階制度（司教）の使徒職への信徒の参与」（Participatio	
Laicorum	Apostolatu	Hierarchiae）と定義されており、信徒の活動団体
が司教から「委任」（Mandatum）を受けた時に初めて、正式なカトリッ
ク・アクションとなるのが本来の姿である。しかし、アメリカにおいて
は、ドロシー・デイにせよ、ウィロックやジャクソンにせよ、その活動が
司教の委任を受けておらずとも、身近な司祭のアドバイスを受ける信徒と
しての活動を行う限り、カトリック・アクションの担い手と呼ばれてき
た。ここに、他国のカトリック・アクションとは異なる信徒の自立性があ
る。1960年代に入り、第二バチカン公会議の中では、この「委任」は
「協力」と捉えられるべきであるという主張が生まれる。（これはデイや
ウィロックによる自分たちのアクションへの認識に通じている。）この主張
は、司教の使徒職の一部としてではなく、アメリカの信徒によるアクショ
ンのように、信徒の自主的・自立的な発想に基づく信徒独自の社会活動を
鑑みつつ、「信徒の使徒職は主キリストご自身から授けられる使徒固有の使
徒職でなければならない」ことを意味している(39)。第二バチカン公会議は
以下のように説明づけている。
　「信徒は使徒職を行う権利と義務を、かしらであるキリストとの一致か
ら得ている。信徒は洗礼によってキリストの神秘体の肢体となり、堅信に
よって聖霊の力に強められ、主ご自身から使徒職に任じられている。信徒
が王的祭司職および聖なる民として聖別されているのは、すべての行動を
霊的ないけにえとしてささげ、地上いずこにおいてもキリストのあかしと
なるためである。諸秘跡、なかでも至聖なる聖体の秘跡によって、全使徒
職の魂とも言うべき愛が授けられ養われる(40)。」
　デイの「キリストの神秘体」における活動は、この第二バチカン公会議
に先んずるはるかに先駆的なものであった。ウィロックのコミューンもま
た、ここから全く逸脱していなかったことがうかがえる。ウィロックや
